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銀色夏生氏は1960年宮崎県えびの市生まれ。日本の女性詩人。随筆家、作詞家、写真家。ペンネーム山本みき

子、山元みき子。埼玉大学教養学部卒。1982年から作詞家として活動開始。 

『黄昏国』は1985年8月発行の第一詩集。 

 

どこかで聞いたような名前だと思ったら、有名人だった！ 

どうかすると、なつきといってしまう。が、なつをと「を」を意識すれば間違えない。 

『黄昏国』は白い本。 

詩とともにかわいい絵がついている。なつを氏の作品だろうか。 

ヘタウマ、ヘタヘタ、ヘタ？･･･味がある？ 

ファンの方ごめんなさい。 

 

巻頭には 

「君がそこに  そしてどこかに/それより君が/いつかたしかにいたってことを/僕は知っている」とご挨拶。 

詩を読んでみる。 

 

シルクロードのシャツを着て/二匹並んだあひるを抱いた/正倉院のあなたがとおる 

 

砂漠のところは  どんなです/はるかかなたがみえますか/金と銀との雨ですか 

 

「空間ベンチ」 

 

このままの気持ちで  いつまでもいよう/夢を  僕は  みた/ 

雪の降る朝/ラップランドで 

 

片手なべを持ち/立ちすくんだ 

 

いくつもの  白い未来が  落ちてきた 

 



「銀の川」 

うすもも色の花びらが 

散りしくメリーゴーランド 

子ども泣かせの青い空 

涼しい風も  ふいている 

 

誰がため彼がため 

ホホ染めて 

りんごをふたつ  みつ  食べた 

 

あのほっぺたのふくらみの  カーブを決して忘れまい 

 

胸にさやけし  秋の恋 

波のこちらに  よせる人 

せめて明日の思ひ出に 

されどつれなき帰り道 

 

夕暮れ  川辺で  たもとから 

ひみつの未来  さし  しめす 

 

その  よるべなき  真実の  力を決して笑うまい 

 

リズミカルでノスタルジーを誘う作品。ぐっと気持ちを掴まれる。 

 

次は長い詩「さいの河原」 

 

「さいの河原」 

青いボンボリをひたいにともしたそのお子が、川らで石を積むのだけれど、何度つんでもつんでも、ツイと鬼が

でてきてこわしてしまうのです。 

「もう  やめてください。  あなた」 

鬼は、プイと横をむいて、きこえないふりをしています。 

(略) 

すると今までげんこをにぎっていた鬼はやがてほろほろと涙を流しだしました。そうして「ごめんなさい、もう

しません」といいました。 

(略) 

みてみると  それは黄色なお花でした。お花のすくないここいらでは、たいへにきりたったガケや山の上などに

しかさいていません。 

(以下略) 

続きは 

子どもは天へのぼり、河原を見おろして、やさしい鬼を探す。そして天の星を見上げる鬼の目と目が合う。 

 

ストーリーは子どもに聞かせるお話のようだが、やはり詩になっている。 

 

「黄昏国のおつかい」 

こちらも長い。三ページに渡る。 

 

「黄昏国のおつかい」 

誰そ彼時の湖へふらりふらりと迷ひ込んだ日のことです。 

あたりは、うすむらさきから青色へと変わる、あのわずかの時でした。私はこわい気持ちもなくして、湖の面に

できるササ波のひろがってゆく様子や銀に光る様子をみていました。 



森では  フクロウの鳴く声がします。 

(以下略) 

 

この後ある出会いと別れが綴られる。詩の世界だ。 

 

最後の一篇は「こんな日はれんげ畑も麦畑も」 

 

こんな日は  れんげ畑も麦畑も/もやがかかって/夢でもみたように気分がいいよ 

 

白い小さなトラックが 

闇の道を  ゴトゴト走り 

泣いてる子供を 

お花畑にすててくるんだ 

 

そこは天国だったっけ？ 

 

目次は以上で終わり。 

 

大切な人と別れたのかな？ 

それは子供かしら？ 

 

「銀」の字が度々出てきた 

印象が残る。銀が好きなんだろうか。だから銀色夏生か？ 

しかし、自筆で？続いて書いている 

 

僕はみちみち考えた 

雨にうたれて道ばたで 

泣きふす夜も 

くるかしら 

 

さらに次のページ 

 

だれでもいちどは 

しぬんだよ 

 

ワッペンをあげるから 

(可愛くないワッペンの絵) 

 

また会おうね、 

 

とうとう最後 

追記  黄昏から夜明けまで 

 

こちらは八ページに及ぶ。 

 

お腹いっぱいだよ 

でも、嫌いじゃない。 

好きかも？･･･ 


